
震災で親を亡くしたり、家が被災して生活環境が大きく変化し
たり、学校への行き渋りがあったりと様々な困難を抱えている
子どもがいます。三陸駒舎は、障害があったり発達に遅れが
あったりする子どもたちにホースセラピーや自然体験などを提
供する、岩手県沿岸部の釡石市にある一般社団法人です。
2017年12月から障害児の受け入れを本格的に始め、現在延べ
200名以上の子どもたちが毎月利用しています。9割以上が沿
岸市町村に住む4歳から18歳までの子どもたちです。

毎月延べ200人が利用する 
釡石市の三陸駒舎
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馬が自然が子どもを 
癒やし成長させる
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どさんこに乗り河原へ雪のあぜ道へ 
集落内を散策30分 

　三陸駒舎でのある土曜日の様子です。 
　午前10時、隣の大船渡市から林崎絢心さんが
やって来ました。今春小学校に入学する6歳。1
年半前からお父さんやお母さんとほぼ毎週来て
います。 
　着くとすぐ乗馬の準備。10歳の北海道和種馬
（通称：どさんこ）・「アサツキ」の肩にポン
ポンとタップであいさつした後、ブラッシングし
鞍などの道具をつけヘルメットをかぶって完了で
す。 

　この日は、「お散歩したい」と言うので馬に
乗って集落内を散策しました。スタッフが馬を引
きますが、どこに行くかは絢心さんが指示を出
します。 
　最初に向かったのは河原でした。馬から降り
ると石を拾って川に投げ入れます。水しぶきが楽

しい様子で、両手じゃないと持てないような石に
も挑戦しています。しばらく石を投げ入れた後に
乗馬を再開。雪の残る畑の周りのあぜ道を歩い
たり、走ったりして集落内をぐるっと回りまし
た。 

　30分ほどで三陸駒舎に戻ってくると、鞍など
を外し、水をあげブラッシングなどをして、最後
に馬の肩にポンポンとタップして感謝の気持ちを
伝えて終了。準備から最後の挨拶まで1時間弱の
プログラムです。 
　「動物が少し苦手だったり、手が汚れたらすぐ
に洗ったりということもありましたが、自然に
触れるようになったのはとても良かった」とお
母さんの真莉亜さんは言います。 
　ホースセラピーによる我が子の変化を「発達が
遅くて立てなかった子どもが立てるようになっ
た」（4才男児の母）、「姿勢と体幹がとても良
くなり、長時間座れるようになった」（7才女児
の母）、「指先が器用になってブロック遊びや絵

三陸駒舎の拠点は元々馬と暮らしていた築95年の古民家。すぐ横に馬場がある＝釡石市橋野町



を描くようになった」（5才男児の母）と親たち
は語ります。 

　土曜日の午前中から午後3時までは、1・2名ず
つ、このようなプログラムを提供していて、毎週
５名ほどの利用があります。北は岩手沿岸の宮古
市、南は陸前高田市から、保護者の方と一緒に1
時間半ほどかけて通ってきます。毎週利用する子
もいれば、数カ月に1回という子もいます。 

馬に思いを託す母「命の輪がつながっ
ていることを知って欲しい」 

　午後3時からは、迎えの車に乗ってきた釜石市
内と隣町の大槌町の小中学生6～8名が集団で活
動します。 
　まず動物の世話。三陸駒舎には馬3頭に加え、
ヤギやウサギ、犬もいます。馬の部屋のウンチを
拾って掃除したり、ヤギやウサギの部屋の稲わら
を交換したり、水を替えたり、エサの準備をした
り、ブラッシングしたり。 

　この日は乗馬したい子は3名いて、声を掛け合
いながら準備をします。子ども同士で乗る順番を
決め、集落内の散策に出掛けました。 

馬に乗って地域を散策。手綱を引いているのが筆者＝2019年12月

みんなでヤギやウサギ、犬の世話もする。 
これもセラピーの大切な活動＝2021年1月



　他の子どもは、直径4メートルほどのトランポ
リンで飛び跳ねたり、徒歩数分の所にある廃校の
雪斜面でソリ遊びや鬼ごっこしたり、目の前の川
で大きな石を渡ったり、裏山に作った8メートル
程の滑り台の周りで斜面を登り何度も滑ったりし
ました。室内で絵を描いたり、太い梁から吊り下
げてあるブランコで揺られたり、ボードゲームを
する子もいます。 

　この日乗馬をした大槌町の支援学校中学部1年
生・佐竹惇希さん（13歳）は、三陸駒舎が障害
児の受け入れを開始して第1号の登録者。利用開
始して3年以上になります。動物の世話も慣れた
もので自分からテキパキ進めます。惇希さんのお
母さんの文恵さんは、「三陸駒舎で一番良かった
ことは、馬の世話」と言います。「津波で亡く
なった同級生もいます。馬を通して命の輪がつな
がっていることを惇希には知って欲しい」。 

薪でポストづくりにみんなと鬼ごっこ
「ここに来ると障害があるのを忘れま
す」変化に驚くお母さん 

　惇希さんが利用を開始したのは、2017年、小
学4年の冬のことでした。 
「学校では、担任の先生を叩いたり、蹴ったりし
ていました」 
文恵さんは当時の様子をそう語ります。学校への
行き渋りもあり地域のスクールソーシャルワー

カーに相談したりして、三陸駒舎が障害児の受け
入れを開始したタイミングで利用を開始しまし
た。 

　最初の頃は、自分の帽子を道の脇に投げてその
まま放置したり、橋から上半身を乗り出そうとし
たり、スタッフを試すような行動が見られまし
た。 
　しかし数カ月も経つと、そのような行動は見ら
れなくなりました。惇希さんは、三陸駒舎やその
周辺にある資源を活かして、様々な創作物を生み
出すようになります。 
　土と馬糞を水でこねたものを使ってレンガや石
を左官屋のように積み上げたり、廃材を組み合わ
せて、案山子を作って畑に立てたり。自分で薪を
割り、釘でつなぎ合わせて箱のようにしたかと
思ったら、それを玄関脇に取り付けてポストにし
たりしました。 

　子どもが増えてくると、他の子に声を掛けなが
ら馬の世話をしたり、一緒に鬼ごっこする様子も
見られました。 
　文恵さんに伝えると「えっ、惇希が他の子と遊
ぶんですか」。いまは「元々惇希は自閉症で、み
んなと遊ばない、仲間に入れないというイメージ
でした。でもここに来るとそういう障害があるの
を忘れます」と言います。 
　惇希さんは最初週1回の利用でしたが、いまは
週5日利用しています。 

割った薪を使ってポストを作っている佐竹惇希さん
＝2019年10月

佐竹惇希さんが活動の様子を絵にしてくれた



「子ども中心」ではなく、 
「馬中心」だから子どもが成長する！ 
～ホースセラピーの3つの効果～ 

　私たちが提供するホースセラピーは、「馬の暮
らし型セラピー～ Equine Centered Form of 
Life ～」と呼んでいます。馬を中心とした暮らし
によって、生きることに困難を感じる人々の成長
を支援するものです。 
　子どもに対する活動においても、馬を中心とし
た考え方は変わりません。人間を中心に据えてし
まうと、どうしても関わる人の価値観が表れま
す。それは、子どもと関わる際に、子どもをこち
らの価値観の箱に押し込めてしまう危険性を有し
ています。馬を先生にすることで、子どもは私た
ちの手から離れ、本来有していた方向へと成長し
ていきます。 
　乗馬するだけではなく、馬にエサをあげたり、
部屋のウンチの掃除をしたり、堆肥を作って畑づ
くりしたり、馬場の柵を修繕したり… 
馬と共に生きるために必要な、あらゆる活動がセ
ラピーとなります。様々な活動が、子ども達に
とって意味のある活動として提供されることで、
高い効果が生まれます。 

　セラピーの効果としては、大きく下の図の「か
らだ」「こころ」「脳・感覚」の3つがあげられ
ます。 

　海外では、医療保険の適応になっていたり、ト
ラウマ・PTSDのケアにも馬が活躍していたりし
ます。 

　実際に現場で、馬と子ども達と日々関わってる
中でも、セラピーの効果の大きさと、その深みを
実感しています。ここでは語りきれませんので、
ぜひ下のQRコードから動画をご覧ください。 
　また、日本のホースセラピーの草分けの一人で
ある専門家（この道30年）を招いて定期的に
「馬の暮らし型セラピー」の勉強会（座学＆実
技）も開催していますので、ご興味ある方は、一
緒の学んでいきましょう。 

馬の暮らし

からだ

脳･感覚 こころ

疑似歩行、馬の背中の揺れ

五感＋二覚 
（前庭覚、固有覚） 
感覚統合に最適

自己有用感 
主体性

馬の背中に寝そべり、しばらく手で感触を楽しんで
いた＝2016年12月

←ホースセラピーや 
　三陸駒舎について 
　紹介した動画リスト

セラピーの勉強会の情報は以下をご覧ください 
三陸駒舎ウェブサイト  https://kamakoma.org



　障害福祉サービスの児童発達支援・放課後等デ
イサービスが利用できる年齢は原則18歳までと
なっています。18歳を超えた方も少しずつ出て
きました。 
　三陸駒舎ではそんな中、パン工房を基軸とした
仕事づくりの準備をしています。馬や地域資源を
掛け合わせた取り組みで、将来は石窯でパンを焼
き、燃料となる木材は地域の山の間伐材を活用し
ます。その間伐材は馬の力で山から運び出します
（馬搬）。耕作放棄地に馬の堆肥を入れて、馬に
鋤を引かせて畑を耕し（馬耕）、小麦を育てて、
パンの材料にしたいと考えています。 

　馬搬も馬耕も、40年ぐらい前までは当たり前
に見られる光景でした。地域の文化を再生させな

がら、地域に根ざした仕事にしていきたいと考え
ています。機械化しないで、効率性を求めないこ
とで、逆に関われる部分が増えて、仕事が生み出
されます。 
　パン工房の立ち上げを足がかりに、継続的に今
の子どもたちが関わりながら、いつでも馬の力に
頼れる場としていきたいと考えています。

「パン工房」のイメージ。焼いたパンを荷馬車に乗せ、子どもが集える居場所をつくり出したい

子どもたちが将来も関われる仕事＆居場所づくりへ  「馬＋パン工房」を準備中

事業のアイデア。馬と地域資源を掛け合わせて価値を生み出す

執筆者：黍原 豊（きびはら ゆたか） 
岩手大学農学部卒業後、森と風のがっこう（葛巻町）、
県立児童館いわて子どもの森にて、環境教育、子どもの
居場所づくり等に携わる。2013年から釜石市にて、釜
援隊として復興まちづくりに取り組む。ボランティアの
コーディネートや仮設住宅での子ども支援に携わる中
で、地域固有の文化の再生と継続的な子ども支援の必要
性を実感し、2015年4月に三陸駒舎を設立。


